
問題番号 正答

選択肢１ 選択肢２ 選択肢３
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0.05% 0.50% 5.00%

１２．３４億ドル（日本円で１３５０億円） １２３．４億ドル（日本円で１兆３５００億円） １２３４億ドル（日本円で１３兆５０００億円）

大部分のロスは発生した時点で判明する ロスが削減できれば、削減した分が直接利益に貢献する ロスが増えると販売管理費が増える

管理上のミス・犯罪以外のロス 万引 従業員による不正

１１００万円 １１５０万円 １２００万円

不明ロス額は増える ーは減る ーは変わらない

不明ロス額は変わらない ーは増える ーは減る

機会ロスとは、理由の如何を問わず、顧客が欲しい商品を購入で

きなかった場合のこと

機会ロスとは、店舗に在庫があるにもかかわらず、売場に陳列さ

れていないことだけを指す。したがって商品はあり、売場には陳

列されているが、陳列場所が違っていることで商品を見つけられ

ない場合は機会ロスには含まれない

機会ロスとは、欠品を指し、店舗に在庫がある場合は、機会ロス

ではない。

期中の値下げ処理（値引きシールなど実施）の計上漏れ 期中仕入高（売価）の過剰計上 取引先から無償で提供を受けた試食用の商品を販売した。

Ａ．機会（犯罪）　Ｂ．内部不正　Ｃ．不明ロス Ａ．機会（犯罪）　Ｂ．不明ロス　Ｃ．内部不正 Ａ．不明ロス　Ｂ，内部不正　Ｃ．機会（犯罪）

① ② ③

２例 3例 4例

不明ロスが増える 不明ロスは減る 不明ロスはかわらない

不明ロスは変わらない 不明ロスは減る 不明ロスは増える

問題文

21
次の表で示された（ホ）のあるべき在庫額（売価）を求めよ。

1

22

次の表で示された（ヘ）不明ロス額（売価）を求めよ。

3
*期首在庫と期中仕入の合計が20000で期中売上高と期末在庫の合計が19500なのでロスは500だが、廃棄等のロスが300なので不明ロスは残り200となる。

23

次の表で示された（ト）不明ロス率を求めよ。

3
＊問題22と同様に計算するとロス額は200になる。売上高が4000なので、ロス率は5.0%となる。

24
グローバルなロス調査（The Global Retail Theft Barometer 2014-2015)によれば、世界全体として不明ロスの総額はどのくらいか。

3

25
ロスの特徴のうち正しいものはどれか。

2

26
企業へのアンケートによる調査では日本の不明ロスの原因で最も多いものはどれか

2

27
営業利益率が３％でロス率が２％である場合、ロス対策への取り組みによってロス率を０．８％にすることができた。当初の営業利益高が３千万円とすると営業利益高はいくら増加し、改善された

3

28

前期に廃棄伝票や値下げ処理の起票の漏れがあった場合、正しく伝票処理されていた場合と比較して、今期の不明ロスはどうなるか。

3
＊前期の処理もれは前期の不明ロスには影響するが、今期の不明ロスには影響をあたえない

29

期末棚卸で誤って二重に計上してしまった。その場合不明ロスは増えるか。

3
＊期末在庫が実際よりも増えるために不明ロスはマイナスとなる。

30

「機会ロス」の説明で正しいものはどれか。

1

＊どんな場合も顧客が欲しいものを購入できないのであれば、それは店舗にとっては販売機会を失ったことになる。

31

不明ロス額がマイナスとなった。原因を調査した結果、期中売上高（売価）、廃棄（売価）、期首棚卸、期末棚卸に誤りがなかった。万引などの不正がない場合、何が原因と推測されるか。

3
＊値下げ処理の計上が漏れたのでその分不明ロスとなり、仕入れ高が実際より多い場合もその差が不明ロスとなる。一方、商品ではないものを販売したことで売上が増えたことで不明ロスはマイナ

ス、つまり全体としては不明ロスは減ることになる。

32
以下の「不明ロスと業務プロセス上のあやまり」の図を完成させよ。

3

33
管理ミスを未然に防ぐためには、①マニュアルに沿った教育をする、②手順やプロセスを明確に定めたマニュアルを作る、③正しく実施されていることを確かめる、の三つが重要である。何を最優先

2

34

次の表で示されたものの中に負（マイナス）のロスの例はいくつあるか。

3
＊A、B、D、Eが負のロスである。

35

期中に「既に代金を受け取った顧客から預かっていた商品を誤って期末棚卸に計上した。」この場合、不明ロスはどのようになるか。

2
＊本来期末棚卸に計上してはいけないので、その分期末在庫が増えるために不明ロスは減る。

36

期首棚卸で棚卸マップでの割り当てを誤り、二人に同じ場所での棚卸作業をさせたために二重に計上が発生した。この事実は、期末棚卸のデータと比較して大きな差異があり、同じ場所と部門で全く

同じデータが二つ見つかったことにより判明した。期末棚卸は正しく行われたとした場合、期首棚卸で生じたこの誤りが原因で今期の不明ロスは増えるか。
3

期首在庫が実際よりも多く計上されたことは、期末在庫が実際よりも少なく計上されたことと同じ意味となる。それにより不明ロスは増えることになる。
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